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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第１四半期の業績（2019年４月１日～2019年６月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 5,298 8.0 321 11.4 336 16.7 243 28.6

2019年３月期第１四半期 4,904 15.6 288 651.2 288 692.7 189 468.3
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第１四半期 16.16 ―

2019年３月期第１四半期 12.57 ―

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 15,795 8,634 54.6

2019年３月期 15,991 9,106 56.9

(参考)自己資本 2020年３月期第１四半期 8,632 百万円 2019年３月期 9,103 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2020年３月期 ―

2020年３月期(予想) 5.00 ― 20.00 25.00

(注)１ 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

２ 2020年３月期(予想)第２四半期末配当金の内訳 記念配当５円00銭

３．2020年３月期の業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,800 1.6 1,420 3.8 1,420 3.2 930 6.4 61.81

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期１Ｑ 16,292,942株 2019年３月期 16,292,942株

② 期末自己株式数 2020年３月期１Ｑ 1,246,362株 2019年３月期 1,246,362株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期１Ｑ 15,046,580株 2019年３月期１Ｑ 15,046,606株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

　 断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期におけるわが国経済は、企業収益が高い水準で推移しており、雇用情勢の改善及び設備投資の増加

が続いているものの、輸出や生産は弱含み、企業の業況判断は製造業を中心に慎重さがみられます。

また、世界経済につきましては、景気回復の持続性が期待されている一方で、通商問題の動向、中国経済の先行

き、政策に関する不確実性、金融資本市場の変動等が、国内経済に影響を与えるリスクがあります。

情報サービス業界におきましては、第４次産業革命の潮流の中、ＡＩ、ＩｏＴ、ＲＰＡ、Ｘ－Ｔｅｃｈ等の技術

革新が新たな市場形成を促進していることにより、高付加価値化や人口減少時代における生産性向上を図る等、Ｉ

Ｔ投資需要の拡大が続いておりますが、依然として技術者不足が継続しております。

このような状況の中、当社は、持続的な発展と成長のため、人材確保・育成、新製品・新サービス・新規事業領

域の開拓等、企業力の向上に努めております。その結果、８期連続増収となった前期に引続き、売上高・利益とも

に順調に推移しました。また、マイクロン社との医療分野における「画像判定ＡＩ化システム開発」等、将来を見

据えた新たな取組みを開始しました。

これらの結果、当第１四半期累計期間における業績は、売上高は5,298百万円となり、前年同期と比べ増収となり

ました。利益面では、営業利益321百万円、経常利益336百万円、四半期純利益243百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期における総資産は15,795百万円となり、前事業年度末と比べ196百万円減少しました。

前事業年度末と比べ増減した主な内容は次のとおりです。

売掛金は605百万円減少し3,879百万円、仕掛品は126百万円増加し141百万円となりました。当社は工事進行基準

を適用しておりますが、年度末に完了するプロジェクトが比較的多いことから、四半期末の数値は前事業年度末と

比べ売掛金が減少し、仕掛品が増加する傾向にあります。

投資有価証券は535百万円減少し1,487百万円となりました。これは主に所有している投資有価証券の時価評価に

よるものです。

この他、現金及び預金は731百万円増加し5,759百万円となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年５月10日に発表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,028,120 5,759,206

電子記録債権 20,822 63,648

売掛金 4,484,491 3,879,063

商品及び製品 139,198 168,945

仕掛品 15,124 141,634

その他 101,927 101,207

流動資産合計 9,789,684 10,113,706

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,238,948 1,244,095

減価償却累計額及び減損損失累計額 △916,003 △920,734

建物及び構築物（純額） 322,945 323,361

土地 3,042,719 3,042,719

その他 457,050 446,660

減価償却累計額 △330,059 △316,839

その他（純額） 126,990 129,821

有形固定資産合計 3,492,654 3,495,901

無形固定資産

ソフトウエア 93,428 79,520

その他 2,962 2,962

無形固定資産合計 96,390 82,482

投資その他の資産

投資有価証券 2,022,484 1,487,240

長期貸付金 19,500 18,000

その他 590,778 616,097

貸倒引当金 △19,500 △18,000

投資その他の資産合計 2,613,262 2,103,337

固定資産合計 6,202,308 5,681,722

資産合計 15,991,992 15,795,428
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(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2019年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,077,323 994,521

1年内償還予定の社債 650,000 650,000

短期借入金 152,660 566,650

1年内返済予定の長期借入金 562,043 526,785

未払法人税等 320,718 152,055

賞与引当金 476,081 857,769

役員賞与引当金 60,000 10,000

株主優待引当金 32,196 19,409

その他 1,103,890 1,255,867

流動負債合計 4,434,914 5,033,059

固定負債

社債 1,150,000 1,120,000

長期借入金 926,373 812,895

繰延税金負債 290,165 107,932

役員退職慰労引当金 84,000 86,750

固定負債合計 2,450,538 2,127,577

負債合計 6,885,453 7,160,637

純資産の部

株主資本

資本金 2,905,422 2,905,422

資本剰余金 2,138,968 2,138,968

利益剰余金 3,249,051 3,191,321

自己株式 △359,961 △359,961

株主資本合計 7,933,480 7,875,750

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,170,358 756,340

評価・換算差額等合計 1,170,358 756,340

新株予約権 2,700 2,700

純資産合計 9,106,539 8,634,791

負債純資産合計 15,991,992 15,795,428
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 4,904,502 5,298,319

売上原価 4,222,288 4,546,583

売上総利益 682,214 751,736

販売費及び一般管理費 393,494 430,152

営業利益 288,720 321,584

営業外収益

受取利息及び配当金 2,018 5,742

受取家賃 1,776 1,026

貸倒引当金戻入額 1,500 1,500

助成金収入 898 6,287

その他 1,933 6,051

営業外収益合計 8,127 20,607

営業外費用

支払利息 7,061 5,231

貸与資産減価償却費 644 207

その他 861 382

営業外費用合計 8,567 5,821

経常利益 288,279 336,371

特別利益

保険解約返戻金 - 30,840

特別利益合計 - 30,840

税引前四半期純利益 288,279 367,211

法人税等 99,129 124,010

四半期純利益 189,150 243,201
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じる方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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